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特集  県内初の建築学科  静岡理工科大学 
－県内大学初の建築学科－ 

「静岡理工科大学 理工学部 建築学科」と「建築学科棟えんつりー」 
 

建築学科について 
 2017 年 4 月県内大学では初めての建築学科が静岡理工科大学理工学部に設置されました。 
 静岡県では、建築の耐震・防災技術、省エネルギー住宅、循環型社会の地域まちづくり等を担える建

築人材のニーズが高いにも関わらず、県内大学には、今まで建築学を総合的に学べる学科はありません

でした。静岡理工科大学理工学部建築学科は、地域での建築群、環境、コンパクトシティ、防災等の研

究を通して、静岡県に適したエコ住宅や公共建築等のデザインや建築計画を考え、建築意匠・構造・環

境設備の技術を学び、静岡県で生活する人々の文化と融合し、新たな文化を創造する建築家・建築技術

者を養成します。 
 静岡理工科大学理工学部建築学科の概要は、次の通りです。 

◇開設：2017 年４月 
◇定員：学部 50 名（50 人／学年×4 学年＝200 人） 
     （平成 33 年 4 月大学院修士課程設置予定） 
◇教員：9 人(予定） 
◇特徴：実務経験豊富な教員陣、新校舎を環境、耐震等の研究の対象とした教育研究、少人数教育、

地域の行政と連携した PBL※教育、防災・減災技術・省エネルギー技術の普及に向けた教

育・研究 
◇目指す主要な資格：一級建築士（要実務経験 2 年）、二級建築士、インテリアプランナー、建築

施工管理技士など、 
            ※PBL（Problem あるいは Project-based Learning）：学生が主体となって行う問題解決型の学習 

 

「                 」について 
 建築学科の開設にあわせ、「建築学科棟えんつりー」が、2017 年 2 月に竣

工しました。「えんつりー」の名称は、デザインコンセプトである「縁側」と

構造的な特徴である「樹木」、学生が入学し、あるいは社会に羽ばたく言葉として「Entry」を組み合わ

せて考案され、市民に開かれた建物、かつ木の縁側がある建物などの意味を持っています。enTree の「T」
の曲線は、台形型のキャンパス軸を受けとめるために生まれた外壁の曲線をトレースした形状を表現し

ています。 
 建物概要 

◇建築名称：静岡理工科大学 建築学科棟 えんつり－ 
◇用途：大学 
◇設計：古谷誠章＋NASCA （ナスカ一級建築士事務所） 
◇施工：鈴与建設株式会社 
◇建築主：学校法人静岡理工科大学 
◇所在：静岡県袋井市豊沢 2200-2 
◇構造：鉄骨造４階建て（ブレース付きラーメン構造） 
◇延べ面積：3,520 ㎡ 
◇主な施設内容：１階―デザインスタジオ、講評室 ２階―講義室、アクティブラーニング室、PC

室 ３階―教員研究室、ゼミ室、会議室 ４階―環境･設備系ラボ、意匠･計画系ラボ、構

造･生産系ラボ 

「T」の曲線の元となった外壁曲線 
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「                 」のコンセプト 

 建築学科棟えんつりーは、建築の教育の場として相応しい学び舎とするため、次のようなデザインコ

ンセプトのもとに設計されました。 
◇社会との接点となる建築学科棟「地域の縁側」 
  大学の地域連携の拠点となり、地域に貢献する人材を育む校舎自体が「地域の縁側」となる 
◇大きな軒下空間 
  学生と教員、地域の住民が日常的に触れあい、様々な活動が融合する広場となる「大きな軒下空間」 
◇オープン性を高めたラーニングスペース 
  デザインスタジオ、講評室、ラウンジやラボなどのオープンスペースを介して、様々な活動がつな

がり、新たな思考が創出される 
◇校舎そのものが教材 
  力の流れが目に見える「構造」、「環境装置」として働き見える「設備」、土地の材料を使って手に触

れる「材料」 
◇キャンパスモールを受け止めるランドスケープ 
  キャンパスの軸やつながりを受けとめ、一体化した重なりを持つ空間 
◇短工期を可能にする構造計画 
  メインフレームを鉄骨とし、木の温かみを感じる木材を随所に使用する 
◇アクティビティーと連動した「建築環境」 
  優れた外皮性能とともに、共用部を半屋外化して空調空間を縮小させ、消費エネルギーを削減する。 
◇建築とシステムを融合した省エネ 
  外部日射遮蔽や LED 照明の採用等によるエネルギー負荷の削減と、自然換気によるパッシブ性能

を重視した建築 
◇地域防災の拠点となる安全・安心の学び舎 
  大地震などの災害時に安全に建物内に留まれる安全性に加え、天井材落下などの二次的な災害を防

ぐ「安心・安全の学び舎」 
 

意匠・計画 Design・Planning 
 台形のキャンパスモールには微妙に異なる２つの軸線が

存在します。２つの軸線を結びつけるために導入されたのが

曲面壁です。南北から法面がせまった敷地の制約もあって、

柱を外側に傾斜させ、上階ほど床面積が大きい構成としてい

ます。各階はできるだけ壁を設けずに出会いからコミュニケ

ーションを促進させる空間として計画されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2 つの軸線を結びつける曲面壁 上階ほど床面積が広い構成 
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構造 Structure 
 静岡県では東海地震等に備えるため、地震地域係数が日本で最も高い値として定められています。そ

れに安全率も乗じ通常の建物の 1.5 倍の地震力で設計されています。この建物を研究対象として、各階

には地震計を置き計測していきます。壁のない製図室や研究室を実現させるため、短辺 3.6m×長辺 11
～14m の鉄骨による架構として、中央付近にブレースを集中して設けました。もう一つの特徴が樹状柱

です。「大きな軒下空間」をつくるため、単調な柱梁フレームではなく枝分かれする樹木状の柱としまし

た。意匠と構造が融合したデザインにより、ダイナミックな空間が生まれました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廊下との境界に壁のない開放的な空間（左：デザインスタジオ、右：３つのラボ） 

樹状柱により支えられた大きな軒下空間 

中央付近のブレースも見せるデザインとした 
エントランスの樹状柱 

（幹と枝はパイプ、枝分かれ部は鋳物） 
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環境 Environment 
 年平均 15～16℃という温暖な気温、全国的にも長い日照時間、「遠州のか

らっ風」と呼ばれる季節風が、地域の気候特性です。縦長窓を均等配置し、

採光効率を高めた新たな自然換気窓を設けたり、トップライトを建物中央付

近に設置することで、空調や照明のエネルギー消費量を抑えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

材料 Material 
 日本三大人工美林のひとつ、天竜の木材である天竜杉は、温暖で雪害が少ない気候で育つため、まっ

すぐで節が少なく、赤みが強い特徴を持ちます。脂分が多く、水にも強い天竜材をルーバーなどの内外

装材として用いました。また、コンクリートの床や鉄の階段・手すりなど、材料の素材感を感じられる

デザインとしています。抑制された要素による美を追求した空間となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上下に手動の換気窓がある 
縦長スリットによる開口。 

夜間はキャンパスの行灯となる。 
色温度を落とした照明計画。 

リン酸亜鉛処理によるバルコニー手すり 天竜杉の天井ルーバー 

コンクリートの床（１階） 巨大な鉄板を用いた階段手すり 

4 階のトップライトから 2 階に光が

落ちる。換気窓も設けた。 
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伊豆シカ肉と函南野菜の 

ラタトゥイユサンド 

5 月 1 日にオープンした伊豆ゲートウェイ函南は伊豆

縦貫道から伊豆中央道へ入るまさに伊豆の玄関口と

いえる位置にあります。木材をふんだんに使った落ち

着いた色彩の外観に、晴れた日には富士山を展望出来

る展望歩道橋が特徴的です。中庭はイベント広場とし

て利用可能で、音楽ライブや雑貨の販促活動などが出

来るようです。 

 平成 29 年 5 月 1 日、田方郡函南町に道の駅「伊豆ゲートウェイ函南」がオープンしました。道の駅とは簡

易パーキングにトイレ、情報施設、地域振興施設等付帯施設を併せて整備することにより道路利用者に休憩

を提供するとともに、その地域の情報発信や地域連携の拠点となる施設です。現在静岡県には 24 箇所の道の

駅がありますが、今回は伊豆ゲートウェイ函南を中心に伊豆地域の道の駅をいくつかピックアップして紹介

します。東部・中部・西部編も今後紹介しますのでご期待ください。 

■ 伊豆ゲートウェイ函南 （函南町）    

イベント広場を中心に口の字型に建物はレイア

ウトされており、イベント広場を取り囲むように

設置された屋根付きの自由通路はどの店舗から

も出入り可能になっていて施設全体を開放的な

雰囲気にしています。 

イベント広場から 2階へ上る外部階段 

イベント広場での紙芝居 

 イベント広場と自由通路 

いず寿司（上） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特集 道の駅 伊豆編 
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伊豆ゲートウェイ函南 

静岡県田方郡函南町塚本 887-1 

9：00～18：00（店舗によって異なる） 

コンビニ 24 時間営業 

物品販売所には函南地域の野菜や丹那地区の乳製品

など特産物が販売されています。又、近年増えている

サイクルツーリスト向けのカフェなど、自動車だけで

なく自転車による旅行者の事も考えた施設になって

います。これは東京オリンピックの自転車競技が伊豆

で開催されることもあり、サイクリストの聖地として

伊豆地域を PR していこうという事のようで、自転車

旅行者にはうれしい施設になっています。 

 

天然温泉 壱の湯 

平成 27年 4月にオープンした沼津市戸田の道

の駅「くるら戸田」は天然温泉が楽しめる他、

戸田地域の文化紹介コーナーや農産物の加工

体験室などが併設されています。60 歳以上の

沼津市民が利用できる高齢者交流ルームや地

区センターなど地域の活性化の拠点としても

期待されております。 

内外ともに木材を多く使用しており、温かみ

のある施設となっています。 

■ くるら戸田（沼津市）    

物産販売所 地域の野菜を中心としたレストラン 

くるら戸田 

静岡県沼津市戸田 1294-3 

8：00～22：00（施設によって異なる） 

温泉は 10：00～21：00 

戸田特産物コーナー 

展望歩道橋から見える富士山 
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道の駅「伊豆のへそ」は平成 28 年 6 月にリニュ

ーアルし、現在の 8角形の建物になりました。狩

野川の中流域にあり、文字通り伊豆半島の中央に

位置しています。内部は柱・梁・小屋組みを見せ

た特徴的な建物となっています。地場産品の販売

のほか地ビールの販売やバウムクーヘンを施設

内で作るなど来場者を楽しませています。 

  

■ 伊豆のへそ（伊豆の国市）    

道の駅「開国下田みなと」は下田魚市場の正面にあります。も

ともと学習施設であったものを利用し道の駅にしたもので、他

と比べると大きな建物になっています。目の前の漁港で揚がっ

た魚介類の直売所や、農協の野菜直売センター、レストランや

回転すしなど充実した店舗に加えて観光案内所や 2 階には大

きなウッドデッキもあり、開放的な建物になっています。ミュ

ージアムや会議室、展示室、市民ギャラリーなど多様な用途に

対応できる施設です。 

2 階 ウッドデッキ（イベントなどにも使用できる） 

小屋組を見せた施設内

■ 開国下田みなと（下田市）    

伊豆のへそ 

静岡県伊豆の国市田京 195-2 

平日 9：00～17：00（観光案内所 10：00～16：00） 

休日 9：00～18：00（観光案内所 10：00～16：00） 

バウムクーヘン工場 

開国下田みなと 

静岡県下田市外ヶ岡 1-1 

9：00～17：00（店舗によって異なる）  海産物直売所 
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「相談は誰に？」 
仕事おやじ／東部ブロック 

先日、空き家対策の相談で東京に打合せに行って
きた。施設に移ったお母さんが 1 人で住んでいた家
の相談でした。息子さんであるクライアントは既に
独立しておりこの家をリモデルするか、建替え、は
たまた売却するか悩んでいたのですが、誰に相談す
ればいいか分からなかったと。大手のハウスメーカ
ーの展示場に行って相談してもどこも回答もなかっ
たという嘘みたいな本当の話。そこで共通の友人を
介して紹介して頂いたのでした。設計者として出来
る範囲で建物調査の方法、耐震の考え方や建て替え
の時の進め方などを話してきましたが、感じたのは
一般の方々は相談相手に設計事務所を選択しない事
でした。 

その日の帰り、谷中に住む大学時代からの友人に
会ってきた。ご承知の通り下町谷中、古い情緒が今
なお残る街並みは懐かし景色でした。彼は親の代か
らの彫金士。今では自分で店を構えデザインしてオ
リジナルなジュエリーを作って販売している。近く
には千代紙の「いせ辰」、「谷中霊園」などもあり、散
策には楽しい所です。 お互いの近況などを話し、
ご近所さんの話へ。お互いもうすぐ６０才に届こう
かというところですが、近所ではまだまだ若造で、
高齢化の真只中、空き家も多く困った問題だと。そ
んな中、写真のように昭和１３年築の木造住宅３軒
が解体される運命を救うべく気持ちを持った企業と
地元 NPO が協同で買い取り写真のように趣のあるカ
フェやビアホールパン屋さんが店を連ねて地域の賑
わいの路地に  
なっていました。   

新築着工件数が   
減少しかないこの先  
設計事務所の目指す  
「相談相手」として  
在りようが大切なの  
かもしれないと思っ  
た出張でした。    
           
           

COFFEE BREAK 無礼句 
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夜道を歩いている。 
この業界に足を踏み入れて丁度 40 年。沿道の住宅を横目で

にらむ。屋根型においては入母屋→切妻→片流れ。外壁にあっ
てはト→ｶﾞﾙﾊﾞ。外観の流行りも40年の間に変わった。わが家
の形態を表すように台所は主婦と共に地位を高め暗い北側か
ら明るい南タン→塗り壁→ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ。屋根にあっては日本瓦→
ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ側に進出した。反面、四季の美や和みを飾り訪問者を迎
える床の間のある静寂な紙障子の和室は消えた。堅苦しくなく
気楽に訪問者はフレンドリーに迎えられ家人と共にリビング
に集う形になった。 
住宅という箱モノは人が創るもの。人の思いが具現化され

る。そういえばかつて客人はその家の最良位置に客人の為だけ
に造られた室に招かれたものだった。その客人の為に家族団ら
んの場所である茶の間は余った北側の快適とは言えない暗が
りの位置に配された。他人を思いやり茶の間より広くて居心地
の良いビップルームの為に家人は訪問者に失礼のないように
と快くその位置を明け渡したのである。 
自身を過度に尊重しやすい現代の風潮を簡単に否定するつ

もりは毛頭ない。豊かさを求め進化する人のように住宅も豊か
な生活を支える為に変遷を重ねる。ただ単につまらぬ感傷にふ
けって昭和の住宅を懐かしんでたまたまここを歩いているだ
けだ。 
仕事帰りに立ち寄った見知らぬ居酒屋を出て、このそばに住

まう友人に会おうと思い立ち、子瓶片手に若夫婦と2人の孫と
共に暮らすという友人の家に千鳥足で向かったのだが、途中で
気弱になってそのまま引き返して家路をたどる道すがら。一抹
の寂しさに左右に揺れる月を見上げた。否定するでもなく理解
するでもなく、わかっているような顔をして苦笑いしてみる。 
「月よみの 光りを待ちて帰りませ 山路は栗のイガの多きに」 
（帰るって？帰りの道にゃあ栗のイガがたくさん落ちている
から暗闇を行くとイガを踏んで足を痛めるぞ。もうじき月が出
るからそれから帰ればいいじゃないか。月明かりの中ならイガ
をよけて通れるから。なｱ、もう少しゆっくりしていけよ。）イ
ガなんぞありもしないのにね。良寛さん。 
あてが外れちまったよ。 
歯も抜け始めた還暦過ぎの体を引きずって「時代に乗れない

理屈」が、訳もわからぬ「納得」を求めて夜の街を徘徊してい
る。『嫌だ、イヤダ。歳は食いたくネエな。』。居ない友人相手に
ブツブツ話しかけているうちに足のだるさで立ち止まる。やれ
やれもう少し歩いてそこを曲がれば、子供は巣立って既に居な
いが女房が棲み付く30坪築35年のわが家の灯りが見えだすは
ずだ。ポケットのガラケエをまさぐりのぞく。マズイこんな時
間か。何十年経っても変わらぬ雷がまた落ちるぞ。くわばらク
ワバラ。 

 

今帰ったよォ･･･。 
 どこに行ってたのッ！／西部ブロック 
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◆編集後記 

今回は 2つの特集を組んでみました。 
どうでしたか。 
本当は 1 つにしようと思っていたのですが、委員会にお
ける両方やればとの他人事な意見に押し切られ、2 つの
特集を組むことになりました。ありがたいことに西部袋
井の理工科大学から下田の開国みなとまで県全域に渡っ
て取材に行かせていただき、白い灰になりそうです。（天
城道の駅は前を素通りし、松崎三聖苑にも実は行ってお
ります。どうせバイクのツーリングがてらだろうなんて
言ってはいけません。）まあいいんです。皆様に楽しんで
いただければ。次に編集長を行う機会があれば、又がん
ばりますよ。燃え尽きるまで。 
新入学後の忙しい時に寄稿していただいた静岡理工科大
学様、快く取材を受けていただいた道の駅の運営、市町
村の皆様、御協力感謝いたします。 
     

編集長 広報情報委員 塩見敏弘 
 
取材協力・素材提供 
 静岡理工科大学 企画室室長 山下博通様 
 函南町様 
 加和太建設株式会社様 
 沼津市様 
 伊豆の国市様 
 下田市様 

ご協力感謝いたします。 
 

◆ご意見募集 
 静岡県建築士会広報情報委員では、広報誌「建築静岡」をより
有益な情報源とするためのご意見、ご提案を募集しています。お

名前、ブロック名をご記入の上、下記あてに FAX でお願いしま
す。なお、いただきましたご意見は非公開とし、個々のご意見へ
の直接回答は控えさせていただきます、ご了承下さい。 

 

公益社団法人 静岡県建築士会 
広報誌意見募集係 FAX 054-273-0478 

  

◆広報情報委員会 
担当理事：鈴木幸子  （東部） 

委員長 ：杉山真一  （中部） 
副委員長：内山孝   （西部） 
    ：鈴木忠   （東部） 

委  員：塩見敏弘 ・ 三田芳之 ・ 長尾隆行 （東部） 
     小沼勝也 ・ 星野浩二 ・ 佐野真浩 （中部） 
     福田光宏 ・ 山口知己 ・ 志茂野昌歳（西部） 

       
編集長 ：塩見敏弘（2017 Summer） 

 
発行所：公益社団法人静岡県建築士会 

    〒420-0857  静岡市葵区御幸町 9番地の 9 
    TEL 054-254-9381  FAX 054-273-0478 

http://www.shizu-shikai.com 

印刷所：㈲橋本印刷所 

会員数  平成 29 年 5月 17 日現在 
  ■正 会 員    1,219 

■賛助会員   160  
■合  計  1,379 

 
入会者 
■正会員    12 名 
三島：梅原 悠 1 級 H1 生  河津建設株式会社   

下田市中 411-1 
沼津：青砥万季 2 級 H2 生  有限会社青砥工務店  

沼津市槙島町 1336-5 
沼津：帆足洋平 2 級 H4 生  
 
清水：田邊隼平 2 級 H5 生  大東建託株式会社  

静岡市駿河区池田 114-1 
静岡：田中香織 1 級 S53 生 株式会社アーキシステムエンジ  
                  山形県鶴岡市切添町 23-5 
静岡：内野高伸 2 級 S55 生 株式会社大成住宅  

静岡市葵区南安倍 1-3-10 
志太：待井翔伍 2 級 H4 生   
 
小笠：林 耕作 1 級 S48 生 株式会社エフエフ住宅  

掛川市細田 293 
中遠：小坂教光 2 級 S44 生 有限会社小坂建築  

周智郡森町睦美 1758番地の 4 
浜松：末永武士 2 級 H5 生   
 
浜松：大林 勇 1 級 S47 生 大林 勇設計事務所  
               浜松市北区細江町中川 7172-1366 
浜松：山本大輔 1 級 S63 生 株式会社渡辺建築設計事務所 
                  湖西市山口 1番地の 1 

 

■賛助会員   1 社 

浜松：SGM 株式会社       浜松市西区伊左地町 2293 番地 1 
 
 

退会者 
■正会員   27 名 
 
■賛助会員   4 社 

 

◆事務局からのお知らせ 

（公社）静岡県建築士会東部ブロック事務局は 6月 1 日

付で下記住所へ移転いたしました。 

〒410-0801                    

沼津市大手町 4丁目 3-36 寺王ビル         

ＴＥＬ：055-939-8210                

ＦＡＸ：055-939-8220                          

ＭＡＩＬ：toubu-b@shizu-shikai.com 
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広告募集中 
建築静岡に広告を掲載してみませんか？ 

 

        お問い合わせ先 
公益社団法人 静岡県建築士会 本会事務局 

   電話：054-254-9381 FAX：054-273-0478 
   Mail:honkai@shizu-shikai.com 
 

広告募集中 
建築静岡に広告を掲載してみませんか？ 

 

        お問い合わせ先 
公益社団法人 静岡県建築士会 本会事務局 

   電話：054-254-9381 FAX：054-273-0478 
   Mail:honkai@shizu-shikai.com 
 



 

      

 

■最優秀賞 

                                    「カンピ礼拝堂 外観」   

三島地区 石垣義紀 

フィンランドのヘルシンキの中心街に 

あるカンピ礼拝堂。（外観） 公式な儀 

式や行事を行う施設ではなく、日常生 

活の中で心を安らかにする 場として 

デザイン首都を記念して造られた木造 

建築。2012 年完成。  

設計者はＫ２Ｓ設計事務所。 

 

 

 

 

 

 

■優秀賞 「根津美術館」  浜松地区 小笠原徳明 

東武鉄道の社長などを務めた実業家・根津嘉一郎（1860～1940）が蒐集し 

た日本・東洋の古美術品コレクションを保存・展示するためにつくられた 

美術館で、本館は隈研吾氏の設計により2009年に竣工。撮影したのは夏で 

あるが、大屋根の下のアプローチは都会の喧騒を忘れさせ、ひとときの涼 

を感じさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優秀賞 「朝日のスカイツリー」 三島地区 西山洋雄     

浅草の旅で朝の散歩で出会ったスカイツリーです。 

最高にきれいでした。 

 

■優秀賞 「吊脚楼2」  三島地区 森勲     

中国で最も美しい街と呼ばれている鳳凰古城春秋戦国時代から 

清代に至るまで、軍事政治の中心として繁栄した当時の風景が 

ほぼ完全な形で残っているそうです。「吊脚楼」とは川に杭を打 

ち、その上に地形に合わせて住居を構える建築様式 

（特別賞他応募作品は建築士会HPにて掲載していきます。） 


